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豊かな恵みで70年 幸せつむぐ 白川町



 

主
な
内
容

▼
総
務
費

・
合
併
70
周
年
記
念
地
域
活
力
創
出
事
業
補
助

金
 

１
５
０
万
円

・
笹
平
高
原
野
外
音
楽
堂
取
壊
し
工
事
の
変
更

に
伴
う
経
費
 

８
５
０
万
円

・
公
共
交
通
対
策
事
業
車
両
購
入
費

　
 

１
１
２
６
万
円

・
特
定
地
域
づ
く
り
事
務
局
業
務
委
託
料

　
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
採
用
分
）

 

4
2
6
万
円

▼
民
生
費

・
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
補
助
金

 

１
１
８
万
円

▼
商
工
費

・
美
濃
白
川
ふ
る
さ
と
体
験
村
ト
イ
レ
棟
新
築

工
事
に
伴
う
経
費
 

２
３
７
１
万
円

▼
土
木
費

・
河
川
砂
防
事
業
（
修
繕
料
）
 

２
９
９
万
円

▼
教
育
費

・
合
併
70
周
年
記
念
歌
舞
伎
公
演
経
費
の
増
額

 

２
０
０
万
円

第２回定例会令和８年度 補正予算

　令和８年第２回定例会を、６月１１
日と１２日の２日間にわたって開催し
ました。
　今定例会では、５人の議員が一般
質問を行い、町政の課題等について
質問したほか、令和８年度一般会計
補正予算や条例の改正など町長提出
の８議案と議員発議による条例・議
会規則の改正など３つの議案を審議
し、いずれも議員全員の賛成により
原案のとおり可決しました。

補正予算･条例改正など11の議案を可決会計区分

一般会計（第１号）　

補正予算額

6,300万円

補正後の予算総額

88億5,300万円

専
決
処
分
の
承
認
（
３
件
）

▼
令
和
７
年
度
白
川
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）

　
地
方
譲
与
税
、
地
方
交
付
税
等

の
歳
入
確
定
に
伴
い
、
最
終
整
理

を
行
う
た
め
、
２
億
５
，
６
０
０

万
円
を
追
加

▼
令
和
７
年
度
白
川
町
地
域
振
興

券
交
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
本
特
別
会
計
の
廃
止
に
伴
い
、

余
剰
金
の
繰
り
出
し
を
行
う
た

め
、
１
２
０
万
円
を
追
加

▼
白
川
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の

条
例
の
一
部
改
正
（
４
件
）

▼
白
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
条

例
の
一
部
改
正

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
料
金
の

種
別
を
加
え
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の

▼
白
川
町
民
の
歯
と
口
腔
の
健
康

づ
く
り
条
例
の
一
部
改
正

　
災
害
時
に
お
け
る
歯
科
保
健
活

動
の
確
保
の
必
要
性
及
び
健
全
な

誉
町
民
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
に

同
意
す
る
。

※
衆
議
院
議
員
を
５
期
14
年
、
参

議
院
議
員
を
４
期
18
年
務
め
ら

れ
、
運
輸
大
臣
を
は
じ
め
要
職

を
歴
任
し
、
国
政
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

▼
白
川
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任

命
　
農
業
委
員
会
委
員
に
、
次
の
14

名
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
す

る
。

【
敬
称
略
】

竹
腰
　
清
美
　
（
河
　
岐
）

今
井
　
茂
喜
　
（
和
　
泉
）

安
江
　
正
貴
　
（
中
　
川
）

林
　
　
良
彦
　
（
坂
ノ
東
）

佐
伯
　
範
夫
　
（
切
　
井
）

鈴
木
　
正
康
　
（
切
　
井
）

土
井
　
文
子
　
（
赤
　
河
）

伊
佐
治
直
哉
　
（
三
　
川
）

藤
井
　
好
弘
　
（
黒
　
川
）

藤
井
　
昌
弘
　
（
黒
　
川
）

山
下
　
良
雄
　
（
黒
　
川
）

田
口
　
裕
和
　
（
上
佐
見
）

田
口
　
直
樹
　
（
上
佐
見
）

清
水
　
寛
之
　
（
下
佐
見
）

※
任
期
は
、
令
和
８
年
７
月
20
日

か
ら
令
和
11
年
７
月
19
日
ま
で

で
す
。

口
腔
機
能
の
獲
得
並
び
に
維
持
向

上
に
向
け
た
予
防
対
策
等
に
取
り

組
み
、
更
な
る
歯
と
口
腔
の
健
康

づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の

▼
白
川
町
議
会
基
本
条
例
の
一
部

改
正

　
議
員
の
質
問
に
対
す
る
答
弁
の

町
長
等
の
反
問
及
び
本
会
議
に
お

け
る
一
般
質
問
の
方
式
に
つ
い

て
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

▼
白
川
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正

　
議
会
に
係
る
手
続
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
へ
の
対
応
等
を
行
う
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

議
会
規
則
の
一
部
改
正

　
　
　
　
　
　
　
（
１
件
）

▼
白
川
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部

改
正

　
白
川
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正
と
同
じ
く
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の

そ
の
他

▼
名
誉
町
民
の
選
定
へ
の
同
意

　
本
年
４
月
に
ご
逝
去
さ
れ
た
、

故
藤
井
孝
男
元
衆
議
院
議
員
を
名

委
員
長
　
三
　
戸
　
勝
　
徳

　
本
委
員
会
は
、
本
日
、
委
員
全
員
の
出
席
の

も
と
、
執
行
部
か
ら
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
慎

重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
員

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
に
は
、
地
域
公
共
交
通
の

再
編
や
せ
せ
ら
ぎ
の
里
の
整
備
を
は
じ
め
、
町

民
生
活
や
地
域
振
興
に
資
す
る
重
要
な
事
業
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
濃
飛
バ
ス
撤
退
に
伴
う
地
域

公
共
交
通
の
再
編
に
対
応
す
る
た
め
の
車
両
購

入
や
バ
ス
停
表
示
等
の
変
更
に
係
る
経
費
、
美

濃
白
川
ふ
る
さ
と
体
験
村
の
ト
イ
レ
棟
新
築
工

事
、
合
併
70
周
年
記
念
事
業
の
実
施
に
向
け
た

経
費
の
ほ
か
、
学
校
給
食
代
替
支
援
補
助
金
の

追
加
な
ど
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

る
事
業
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
町
の
現
状
と
課
題
を
踏

ま
え
、
必
要
性
や
効
果
を
十
分
に
検
討
し
た
う

え
で
編
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
適
切
な
予
算

措
置
で
あ
る
と
判
断
し
ま
す
。

　
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
た
事
業
の
着
実
な
執

行
と
あ
わ
せ
、
補
正
に
盛
り
込
ま
れ
た
事
業
に

つ
い
て
も
、
迅
速
か
つ
効
率
的
に
推
進
さ
れ
、

一
層
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

　
な
お
、
審
査
の
過
程
で
出
さ
れ
た
意
見
を
十

分
に
尊
重
し
、
効
果
的
か
つ
適
正
な
予
算
執
行

に
努
め
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
予
算

決
算
審
査
常
任
委
員
会
の
議
案
審
査
報
告
と
し

ま
す
。

 

主
な
質
疑

問
新
た
に
任
用
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
仕
事
は
ど
の
よ
う
か
。

答
役
場
庁
舎
２
階
の
振
興
課
に
配
置
さ
れ
、
町

内
で
活
動
す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
取
り
ま
と

め
、
行
政
課
題
や
地
域
の
魅
力
を
情
報
の
力

で
発
信
す
る
役
割
を
担
う
。
ま
た
、
地
域
で

情
報
発
信
を
担
う
人
材
を
育
成
し
、
自
立
し

た
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

問
美
濃
白
川
ふ
る
さ
と
体
験
村
に
整
備
す
る
ト

イ
レ
の
規
模
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

答
事
業
費
は
、
ク
オ
ー
レ
の
里
の
ト
イ
レ
を
参

考
に
算
出
し
た
が
、
ト
イ
レ
の
規
模
は
今
後

の
設
計
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。
キ
ャ
ン
プ

場
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
の
利
用

も
見
据
え
、
適
切
な
規
模
と
な
る
よ
う
整
備

を
進
め
た
い
。

議
案
審
査
報
告（
要
約
）
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主
な
内
容

▼
総
務
費

・
合
併
70
周
年
記
念
地
域
活
力
創
出
事
業
補
助

金
 

１
５
０
万
円

・
笹
平
高
原
野
外
音
楽
堂
取
壊
し
工
事
の
変
更

に
伴
う
経
費
 

８
５
０
万
円

・
公
共
交
通
対
策
事
業
車
両
購
入
費

　
 

１
１
２
６
万
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・
特
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域
づ
く
り
事
務
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務
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域
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協
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隊
採
用
分
）

 

4
2
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万
円

▼
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運
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補
助
金

 

１
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８
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▼
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・
美
濃
白
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体
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ト
イ
レ
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伴
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費
 

２
３
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１
万
円
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砂
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▼
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・
合
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年
記
念
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２
０
０
万
円

第２回定例会令和８年度 補正予算

　令和８年第２回定例会を、６月１１
日と１２日の２日間にわたって開催し
ました。
　今定例会では、５人の議員が一般
質問を行い、町政の課題等について
質問したほか、令和８年度一般会計
補正予算や条例の改正など町長提出
の８議案と議員発議による条例・議
会規則の改正など３つの議案を審議
し、いずれも議員全員の賛成により
原案のとおり可決しました。

補正予算･条例改正など11の議案を可決会計区分

一般会計（第１号）　

補正予算額

6,300万円

補正後の予算総額

88億5,300万円

専
決
処
分
の
承
認
（
３
件
）

▼
令
和
７
年
度
白
川
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）

　
地
方
譲
与
税
、
地
方
交
付
税
等

の
歳
入
確
定
に
伴
い
、
最
終
整
理

を
行
う
た
め
、
２
億
５
，
６
０
０

万
円
を
追
加

▼
令
和
７
年
度
白
川
町
地
域
振
興

券
交
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
本
特
別
会
計
の
廃
止
に
伴
い
、

余
剰
金
の
繰
り
出
し
を
行
う
た

め
、
１
２
０
万
円
を
追
加

▼
白
川
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の

条
例
の
一
部
改
正
（
４
件
）

▼
白
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
条

例
の
一
部
改
正

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
料
金
の

種
別
を
加
え
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の

▼
白
川
町
民
の
歯
と
口
腔
の
健
康

づ
く
り
条
例
の
一
部
改
正

　
災
害
時
に
お
け
る
歯
科
保
健
活

動
の
確
保
の
必
要
性
及
び
健
全
な

誉
町
民
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
に

同
意
す
る
。

※
衆
議
院
議
員
を
５
期
14
年
、
参

議
院
議
員
を
４
期
18
年
務
め
ら

れ
、
運
輸
大
臣
を
は
じ
め
要
職

を
歴
任
し
、
国
政
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

▼
白
川
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業
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の
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命
　
農
業
委
員
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委
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に
、
次
の
14

名
を
任
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す
る
こ
と
に
同
意
す

る
。

【
敬
称
略
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竹
腰
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（
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岐
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今
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井
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正
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井
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文
子
　
（
赤
　
河
）

伊
佐
治
直
哉
　
（
三
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）
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井
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弘
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黒
　
川
）
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井
　
昌
弘
　
（
黒
　
川
）

山
下
　
良
雄
　
（
黒
　
川
）

田
口
　
裕
和
　
（
上
佐
見
）

田
口
　
直
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（
上
佐
見
）

清
水
　
寛
之
　
（
下
佐
見
）

※
任
期
は
、
令
和
８
年
７
月
20
日

か
ら
令
和
11
年
７
月
19
日
ま
で

で
す
。

口
腔
機
能
の
獲
得
並
び
に
維
持
向

上
に
向
け
た
予
防
対
策
等
に
取
り

組
み
、
更
な
る
歯
と
口
腔
の
健
康

づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の

▼
白
川
町
議
会
基
本
条
例
の
一
部

改
正

　
議
員
の
質
問
に
対
す
る
答
弁
の

町
長
等
の
反
問
及
び
本
会
議
に
お

け
る
一
般
質
問
の
方
式
に
つ
い

て
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

▼
白
川
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正

　
議
会
に
係
る
手
続
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
へ
の
対
応
等
を
行
う
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

議
会
規
則
の
一
部
改
正

　
　
　
　
　
　
　
（
１
件
）

▼
白
川
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部

改
正

　
白
川
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正
と
同
じ
く
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の

そ
の
他

▼
名
誉
町
民
の
選
定
へ
の
同
意

　
本
年
４
月
に
ご
逝
去
さ
れ
た
、

故
藤
井
孝
男
元
衆
議
院
議
員
を
名

委
員
長
　
三
　
戸
　
勝
　
徳

　
本
委
員
会
は
、
本
日
、
委
員
全
員
の
出
席
の

も
と
、
執
行
部
か
ら
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
慎

重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
員

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
に
は
、
地
域
公
共
交
通
の

再
編
や
せ
せ
ら
ぎ
の
里
の
整
備
を
は
じ
め
、
町

民
生
活
や
地
域
振
興
に
資
す
る
重
要
な
事
業
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
濃
飛
バ
ス
撤
退
に
伴
う
地
域

公
共
交
通
の
再
編
に
対
応
す
る
た
め
の
車
両
購

入
や
バ
ス
停
表
示
等
の
変
更
に
係
る
経
費
、
美

濃
白
川
ふ
る
さ
と
体
験
村
の
ト
イ
レ
棟
新
築
工

事
、
合
併
70
周
年
記
念
事
業
の
実
施
に
向
け
た

経
費
の
ほ
か
、
学
校
給
食
代
替
支
援
補
助
金
の

追
加
な
ど
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

る
事
業
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
町
の
現
状
と
課
題
を
踏

ま
え
、
必
要
性
や
効
果
を
十
分
に
検
討
し
た
う

え
で
編
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
適
切
な
予
算

措
置
で
あ
る
と
判
断
し
ま
す
。

　
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
た
事
業
の
着
実
な
執

行
と
あ
わ
せ
、
補
正
に
盛
り
込
ま
れ
た
事
業
に

つ
い
て
も
、
迅
速
か
つ
効
率
的
に
推
進
さ
れ
、

一
層
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

　
な
お
、
審
査
の
過
程
で
出
さ
れ
た
意
見
を
十

分
に
尊
重
し
、
効
果
的
か
つ
適
正
な
予
算
執
行

に
努
め
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
予
算

決
算
審
査
常
任
委
員
会
の
議
案
審
査
報
告
と
し

ま
す
。

 

主
な
質
疑

問
新
た
に
任
用
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
仕
事
は
ど
の
よ
う
か
。

答
役
場
庁
舎
２
階
の
振
興
課
に
配
置
さ
れ
、
町

内
で
活
動
す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
取
り
ま
と

め
、
行
政
課
題
や
地
域
の
魅
力
を
情
報
の
力

で
発
信
す
る
役
割
を
担
う
。
ま
た
、
地
域
で

情
報
発
信
を
担
う
人
材
を
育
成
し
、
自
立
し

た
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

問
美
濃
白
川
ふ
る
さ
と
体
験
村
に
整
備
す
る
ト

イ
レ
の
規
模
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

答
事
業
費
は
、
ク
オ
ー
レ
の
里
の
ト
イ
レ
を
参

考
に
算
出
し
た
が
、
ト
イ
レ
の
規
模
は
今
後

の
設
計
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。
キ
ャ
ン
プ

場
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
の
利
用

も
見
据
え
、
適
切
な
規
模
と
な
る
よ
う
整
備

を
進
め
た
い
。

議
案
審
査
報
告（
要
約
）
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三
戸 

勝
徳 

議
員

さ
ん
と

か
つ
の
り

懸
念
が
あ
る
。
人
数
で
は
な
く
、
地
域
と

の
関
わ
り
を
増
や
し
、
地
域
が
ど
の
よ
う

に
変
化
す
る
か
と
い
う
視
点
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問
国
の
推
進
す
る
「
ふ
る
さ
と
住
民
登

録
制
度
」
に
つ
い
て
、
本
町
は
ど
の
よ
う

な
工
夫
や
取
組
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
国
土
交
通
省
が
進
め
る
「
二
地
域
居

住
」
の
考
え
を
踏
ま
え
、
地
域
事
業
者
や

関
係
団
体
に
よ
る
共
同
事
業
体
を
形
成

し
、
地
域
と
継
続
的
に
つ
な
が
る
人
を
受

け
入
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
着
手
し
て
い

る
。

問
移
住
し
て
く
る
人
、
繰
り
返
し
関
わ

る
人
、
今
住
ん
で
い
る
人
が
関
わ
る
こ
と

で
、
本
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
地
域
の

姿
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
今
住
ん
で
い
る
町
民
を
中
心
に
、
多
様

な
形
で
関
わ
る
人
た
ち
と
地
域
を
支
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
人
口
減
少
と

い
う
現
実
を
前
向
き
に
捉
え
、
人
と
の
つ

な
が
り
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
。

問
子
育
て
世
代
に
関
心
の
大
き
い
「
教

育
」
を
軸
と
し
た
町
の
魅
力
づ
く
り
と
人

の
流
れ
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
の
今
後
の

方
向
性
を
伺
う
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
本
町
の
豊
か
な
自
然
や
地
域
資
源
を
活

か
し
た
体
験
型
の
学
び
、
地
域
と
の
関
わ

り
を
大
切
に
し
た
教
育
活
動
な
ど
、
白
川

町
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
取
組
を
進
め
て

い
る
。
こ
う
し
た
魅
力
を
発
信
し
、
選
ば

れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え

る
。

問
今
回
導
入
さ
れ
る
「
乗
用
肥
料
散
布

機
」
の
効
果
に
つ
い
て
、
町
の
認
識
と
期

待
さ
れ
る
成
果
を
伺
う
。

答
 

渡
辺
特
産
品
振
興
セ
ン
タ
ー
長

　
生
産
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
進

む
中
、
今
回
導
入
す
る
機
械
に
よ
り
作
業

時
間
が
約
２
分
の
１
に
短
縮
さ
れ
、
肥
料

の
運
搬
か
ら
散
布
ま
で
効
率
的
に
行
え
る

よ
う
に
な
る
。
茶
園
管
理
の
省
力
化
が
図

ら
れ
、
作
業
者
の
負
担
軽
減
と
品
質
向
上

茶
業
に
お
け
る
省
力

化
機
械
の
導
入
と

持
続
可
能
な
運
用

体
制
に
つ
い
て

答
 

渡
辺
特
産
品
振
興
セ
ン
タ
ー
長

　
茶
価
の
低
迷
や
生
産
者
の
高
齢
化
、
担

い
手
不
足
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
く
中
、

機
械
化
や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
が
重
要

と
認
識
し
て
い

る
。
本
町
を
代

表
す
る
特
産
品

で
あ
る
白
川
茶

を
将
来
に
わ
た

り
維
持
で
き
る

よ
う
、
産
地
づ

く
り
に
努
め
て

い
き
た
い
。

問
本
町
の
移
住
・
定
住
支
援
に
つ
い

て
、
ま
た
移
住
者
に
よ
る
地
域
へ
の
関
わ

り
や
変
化
に
つ
い
て
伺
う
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
住
宅
取
得
や
空
き
家
の
活
用
、
就
業
支

援
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
移
住
者

が
地
域
活
動
や
消
防
団
活
動
な
ど
の
地
域

の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る
事
例
も
あ

り
、
移
住
・
交
流
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
な
が
ら
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

問
移
住
に
は
至
ら
な
い
が
、
地
域
と
関

わ
る
「
関
係
人
口
」
と
い
う
考
え
が
あ

る
。
こ
う
し
た
人
が
増
え
る
こ
と
で
、
地

域
に
ど
の
よ
う
な
良
い
変
化
が
生
ま
れ
る

と
考
え
て
い
る
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
「
関
係
人
口
」
を
増
や
す
こ
と
自
体
を

目
的
と
す
る
と
、
言
葉
だ
け
が
先
行
す
る

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
利
用
者
負
担
や
更
新
・
修
繕
な
ど
に

要
す
る
費
用
の
財
政
的
ス
キ
ー
ム
に
つ
い

て
の
見
解
を
伺
う
。

答
 

渡
辺
特
産
品
振
興
セ
ン
タ
ー
長

　
町
内
の
茶
生
産
組
織
の
共
同
利
用
を
前

提
に
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
た
リ
ー

ス
方
式
で
の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。
受

益
者
負
担
に
よ
る
適
正
な
利
用
料
を
関
係

団
体
と
協
議
し
、
長
期
的
に
有
効
活
用
さ

れ
、
生
産
者
の
負
担
軽
減
と
経
営
安
定
に

つ
な
が
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

問
さ
ら
な
る
ス
マ
ー
ト
農
業
や
省
力
化

機
械
の
導
入
拡
充
に
つ
い
て
、
今
後
の
展

望
を
伺
う
。

ま
ち
の

課
題
を

問
う

人
口
減
少
が
も
た
ら
す

問
題
の
解
決
策
に

つ
い
て

一
般

質
問

　少
子
化
の
進
行
や
教
員
の
働
き
方
改

革
を
背
景
に
、
部
活
動
の
地
域
展
開
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
子
ど
も
達
が
安
心

し
て
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
継
続
で

き
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
、
質
問
す
る
。

問
黒
川
中
の
運
動
部
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
地

域
が
連
携
し
見
守
り
を
行
っ
た
り
、
リ

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
収
益
を

活
用
し
指
導
者
謝
金
や
当
番
経
費
、
保

険
料
な
ど
に
充
て
る
な
ど
、
独
自
の
取

組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
ど
う
評
価
し

て
い
る
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
子
ど
も
の
活
動
保
証
、
教
職
員
や
保

護
者
の
負
担
軽
減
、
必
要
な
支
出
に
対

す
る
財
源
の
確
保
な
ど
、
地
域
が
一
体

と
な
っ
た
優
れ
た
取
組
み
で
あ
る
と
評

価
し
て
い
る
。

問
事
情
に
よ
り
送
迎
が
で
き
な
い
こ
と

で
等
し
く
活
動
機
会
が
与
え
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
学
校
統

合
ま
で
の
間
、
保
護
者
に
よ
る
送
迎
負

担
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
の
手
段
は
あ
る

か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
白
川
中
と
黒
川
中
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ

ブ
に
参
加
し
た
い
場
合
、
基
本
は
保
護

者
に
よ
る
送
迎
で
あ
る
が
、
一
方
で
、

計
画
段
階
で
は
あ
る
が
、
公
共
交
通
の

予
約
制
バ
ス
が
上
手
く
活
用
で
き
れ
ば

支
援
す
べ
き
と
考
え
る
。

　全
国
的
に
ク
マ
の
出
没
が
相
次
ぎ
、

本
町
で
も
目
撃
情
報
が
複
数
あ
る
。
さ

ら
に
、
今
後
は
危
険
な
暑
さ
に
直
面

し
、
熱
中
症
リ
ス
ク
も
増
大
す
る
中
、

徒
歩
や
自
転
車
で
通
学
す
る
子
ど
も
達

は
、
長
時
間
屋
外
環
境
に
晒
さ
れ
る
た

め
、
命
を
守
る
た
め
の
安
全
対
策
が
必

要
と
考
え
、
質
問
す
る
。

問
気
温
や
暑
さ
指
数
に
応
じ
た
下
校
時

の
対
応
基
準
は
設
け
て
あ
る
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
暑
さ
に
応
じ
た
対
応
基
準
は
明
確
に

し
て
い
な
い
が
、
今
回
の
質
問
を
機
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
学
校
が
統
合
さ
れ
て
も
保
護
者
数
は

減
少
し
、
い
ず
れ
は
地
域
の
協
力
が
不

可
欠
と
な
る
。
今
か
ら
体
制
の
整
備
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
ま
ず
は
子
ど
も
の
減
少
に
よ
る
ク
ラ

ブ
活
動
の
存
続
危
機
と
い
う
問
題
に
直

面
す
る
の
で
、
そ
の
上
で
考
え
て
い
き

た
い
。
見
守
り
等
に
つ
い
て
は
広
い
校

区
の
中
で
、
ど
の
程
度
の
協
力
が
得
ら

れ
る
の
か
調
査
す
る
な
ど
検
討
し
て
い

く
。

問
指
導
者
に
対
す
る
適
正
な
謝
金
の
確

保
や
負
担
軽
減
は
持
続
可
能
な
仕
組
み

の
ひ
と
つ
と
捉
え
る
が
、
今
後
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
う
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
適
正
な
謝
金
が
支
払
え
る
た
め
に
も

国
が
確
実
に
地
方
を
支
援
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
指
導
者
や
保
護
者
の
「
受
益

者
負
担
」
と
い
う
考
え
方
も
必
要
で
あ

り
、
そ
の
上
で
減
免
措
置
も
含
め
考
え

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

持
続
可
能
な
部
活
動
の

地
域
展
開
に
つ
い
て

児
童
・
生
徒
の
下
校
時

の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問
非
常
時
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や

公
用
車
、
公
共
交
通
の
ス
ポ
ッ
ト
便
な

ど
の
活
用
は
行
っ
て
い
る
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
基
本
的
に
は
保
護
者
へ
の
引
き
渡
し

と
な
る
の
で
行
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、

緊
急
を
要
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
さ
ら

に
ど
う
し
て
も
無
理
な
時
に
限
っ
て

は
、
公
用
車
や
教
員
の
車
で
送
り
届
け

る
こ
と
は
あ
り
得
る
。

問
通
学
時
に
お
け
る
安
全
確
保
に
つ
い

て
、
学
校
と
保
護
者
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

は
ど
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
下
校
を
含
め
た
学
校
外
に
つ
い
て
は

原
則
保
護
者
に
責
任
が
あ
る
が
、
緊
急

時
等
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
学
校
と
保

護
者
間
で
連
携
を
密
に
し
て
い
る
。
基

本
的
に
学
校
は
子
ど
も
達
が
安
全
に
登

下
校
を
す
る
た
め
の
指
導
を
す
る
と
い

う
役
割
と
責
任
が
あ
る
。

問
地
域
の
協
力
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、

そ
の
連
携
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
地
域
の
皆
様
に
は
、
子
ど
も
達
の
様

子
を
気
に
か
け
て
い
た
だ
き
、
状
況
に

よ
っ
て
は
保
護
者
や
学
校
へ
の
連
絡
等

を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
か
つ
て
活

動
し
て
い
た
「
つ
い
で
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
」
等
に
つ
い
て
も
青
少
年
育
成
町
民

会
議
で
話
題
に
し
な
が
ら
、
地
域
全
体

で
子
ど
も
を
守
っ
て
い
く
呼
び
か
け
を

し
て
い
き
た
い
。

乗用肥料散布機

野
尻

　悟 

議
員

の
じ
り

さ
と
る

さ
と
る

さ
と
る

一般質問・答弁の映像一般質問・答弁の映像

一 般 質 問 の 様 子 が、
YouTube（動画配信サイト）
でご覧いただけます。
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三
戸 
勝
徳 
議
員

さ
ん
と

か
つ
の
り

懸
念
が
あ
る
。
人
数
で
は
な
く
、
地
域
と

の
関
わ
り
を
増
や
し
、
地
域
が
ど
の
よ
う

に
変
化
す
る
か
と
い
う
視
点
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問
国
の
推
進
す
る
「
ふ
る
さ
と
住
民
登

録
制
度
」
に
つ
い
て
、
本
町
は
ど
の
よ
う

な
工
夫
や
取
組
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
国
土
交
通
省
が
進
め
る
「
二
地
域
居

住
」
の
考
え
を
踏
ま
え
、
地
域
事
業
者
や

関
係
団
体
に
よ
る
共
同
事
業
体
を
形
成

し
、
地
域
と
継
続
的
に
つ
な
が
る
人
を
受

け
入
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
着
手
し
て
い

る
。

問
移
住
し
て
く
る
人
、
繰
り
返
し
関
わ

る
人
、
今
住
ん
で
い
る
人
が
関
わ
る
こ
と

で
、
本
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
地
域
の

姿
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
今
住
ん
で
い
る
町
民
を
中
心
に
、
多
様

な
形
で
関
わ
る
人
た
ち
と
地
域
を
支
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
人
口
減
少
と

い
う
現
実
を
前
向
き
に
捉
え
、
人
と
の
つ

な
が
り
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
。

問
子
育
て
世
代
に
関
心
の
大
き
い
「
教

育
」
を
軸
と
し
た
町
の
魅
力
づ
く
り
と
人

の
流
れ
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
の
今
後
の

方
向
性
を
伺
う
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
本
町
の
豊
か
な
自
然
や
地
域
資
源
を
活

か
し
た
体
験
型
の
学
び
、
地
域
と
の
関
わ

り
を
大
切
に
し
た
教
育
活
動
な
ど
、
白
川

町
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
取
組
を
進
め
て

い
る
。
こ
う
し
た
魅
力
を
発
信
し
、
選
ば

れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え

る
。

問
今
回
導
入
さ
れ
る
「
乗
用
肥
料
散
布

機
」
の
効
果
に
つ
い
て
、
町
の
認
識
と
期

待
さ
れ
る
成
果
を
伺
う
。

答
 

渡
辺
特
産
品
振
興
セ
ン
タ
ー
長

　
生
産
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
進

む
中
、
今
回
導
入
す
る
機
械
に
よ
り
作
業

時
間
が
約
２
分
の
１
に
短
縮
さ
れ
、
肥
料

の
運
搬
か
ら
散
布
ま
で
効
率
的
に
行
え
る

よ
う
に
な
る
。
茶
園
管
理
の
省
力
化
が
図

ら
れ
、
作
業
者
の
負
担
軽
減
と
品
質
向
上

茶
業
に
お
け
る
省
力

化
機
械
の
導
入
と

持
続
可
能
な
運
用

体
制
に
つ
い
て

答
 

渡
辺
特
産
品
振
興
セ
ン
タ
ー
長

　
茶
価
の
低
迷
や
生
産
者
の
高
齢
化
、
担

い
手
不
足
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
く
中
、

機
械
化
や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
が
重
要

と
認
識
し
て
い

る
。
本
町
を
代

表
す
る
特
産
品

で
あ
る
白
川
茶

を
将
来
に
わ
た

り
維
持
で
き
る

よ
う
、
産
地
づ

く
り
に
努
め
て

い
き
た
い
。

問
本
町
の
移
住
・
定
住
支
援
に
つ
い

て
、
ま
た
移
住
者
に
よ
る
地
域
へ
の
関
わ

り
や
変
化
に
つ
い
て
伺
う
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
住
宅
取
得
や
空
き
家
の
活
用
、
就
業
支

援
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
移
住
者

が
地
域
活
動
や
消
防
団
活
動
な
ど
の
地
域

の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る
事
例
も
あ

り
、
移
住
・
交
流
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
な
が
ら
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

問
移
住
に
は
至
ら
な
い
が
、
地
域
と
関

わ
る
「
関
係
人
口
」
と
い
う
考
え
が
あ

る
。
こ
う
し
た
人
が
増
え
る
こ
と
で
、
地

域
に
ど
の
よ
う
な
良
い
変
化
が
生
ま
れ
る

と
考
え
て
い
る
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
「
関
係
人
口
」
を
増
や
す
こ
と
自
体
を

目
的
と
す
る
と
、
言
葉
だ
け
が
先
行
す
る

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
利
用
者
負
担
や
更
新
・
修
繕
な
ど
に

要
す
る
費
用
の
財
政
的
ス
キ
ー
ム
に
つ
い

て
の
見
解
を
伺
う
。

答
 

渡
辺
特
産
品
振
興
セ
ン
タ
ー
長

　
町
内
の
茶
生
産
組
織
の
共
同
利
用
を
前

提
に
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
た
リ
ー

ス
方
式
で
の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。
受

益
者
負
担
に
よ
る
適
正
な
利
用
料
を
関
係

団
体
と
協
議
し
、
長
期
的
に
有
効
活
用
さ

れ
、
生
産
者
の
負
担
軽
減
と
経
営
安
定
に

つ
な
が
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

問
さ
ら
な
る
ス
マ
ー
ト
農
業
や
省
力
化

機
械
の
導
入
拡
充
に
つ
い
て
、
今
後
の
展

望
を
伺
う
。

ま
ち
の

課
題
を

問
う

人
口
減
少
が
も
た
ら
す

問
題
の
解
決
策
に

つ
い
て

一
般

質
問

　少
子
化
の
進
行
や
教
員
の
働
き
方
改

革
を
背
景
に
、
部
活
動
の
地
域
展
開
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
子
ど
も
達
が
安
心

し
て
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
継
続
で

き
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
、
質
問
す
る
。

問
黒
川
中
の
運
動
部
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
地

域
が
連
携
し
見
守
り
を
行
っ
た
り
、
リ

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
収
益
を

活
用
し
指
導
者
謝
金
や
当
番
経
費
、
保

険
料
な
ど
に
充
て
る
な
ど
、
独
自
の
取

組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
ど
う
評
価
し

て
い
る
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
子
ど
も
の
活
動
保
証
、
教
職
員
や
保

護
者
の
負
担
軽
減
、
必
要
な
支
出
に
対

す
る
財
源
の
確
保
な
ど
、
地
域
が
一
体

と
な
っ
た
優
れ
た
取
組
み
で
あ
る
と
評

価
し
て
い
る
。

問
事
情
に
よ
り
送
迎
が
で
き
な
い
こ
と

で
等
し
く
活
動
機
会
が
与
え
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
学
校
統

合
ま
で
の
間
、
保
護
者
に
よ
る
送
迎
負

担
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
の
手
段
は
あ
る

か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
白
川
中
と
黒
川
中
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ

ブ
に
参
加
し
た
い
場
合
、
基
本
は
保
護

者
に
よ
る
送
迎
で
あ
る
が
、
一
方
で
、

計
画
段
階
で
は
あ
る
が
、
公
共
交
通
の

予
約
制
バ
ス
が
上
手
く
活
用
で
き
れ
ば

支
援
す
べ
き
と
考
え
る
。

　全
国
的
に
ク
マ
の
出
没
が
相
次
ぎ
、

本
町
で
も
目
撃
情
報
が
複
数
あ
る
。
さ

ら
に
、
今
後
は
危
険
な
暑
さ
に
直
面

し
、
熱
中
症
リ
ス
ク
も
増
大
す
る
中
、

徒
歩
や
自
転
車
で
通
学
す
る
子
ど
も
達

は
、
長
時
間
屋
外
環
境
に
晒
さ
れ
る
た

め
、
命
を
守
る
た
め
の
安
全
対
策
が
必

要
と
考
え
、
質
問
す
る
。

問
気
温
や
暑
さ
指
数
に
応
じ
た
下
校
時

の
対
応
基
準
は
設
け
て
あ
る
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
暑
さ
に
応
じ
た
対
応
基
準
は
明
確
に

し
て
い
な
い
が
、
今
回
の
質
問
を
機
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
学
校
が
統
合
さ
れ
て
も
保
護
者
数
は

減
少
し
、
い
ず
れ
は
地
域
の
協
力
が
不

可
欠
と
な
る
。
今
か
ら
体
制
の
整
備
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
ま
ず
は
子
ど
も
の
減
少
に
よ
る
ク
ラ

ブ
活
動
の
存
続
危
機
と
い
う
問
題
に
直

面
す
る
の
で
、
そ
の
上
で
考
え
て
い
き

た
い
。
見
守
り
等
に
つ
い
て
は
広
い
校

区
の
中
で
、
ど
の
程
度
の
協
力
が
得
ら

れ
る
の
か
調
査
す
る
な
ど
検
討
し
て
い

く
。

問
指
導
者
に
対
す
る
適
正
な
謝
金
の
確

保
や
負
担
軽
減
は
持
続
可
能
な
仕
組
み

の
ひ
と
つ
と
捉
え
る
が
、
今
後
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
う
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
適
正
な
謝
金
が
支
払
え
る
た
め
に
も

国
が
確
実
に
地
方
を
支
援
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
指
導
者
や
保
護
者
の
「
受
益

者
負
担
」
と
い
う
考
え
方
も
必
要
で
あ

り
、
そ
の
上
で
減
免
措
置
も
含
め
考
え

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

持
続
可
能
な
部
活
動
の

地
域
展
開
に
つ
い
て

児
童
・
生
徒
の
下
校
時

の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問
非
常
時
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や

公
用
車
、
公
共
交
通
の
ス
ポ
ッ
ト
便
な

ど
の
活
用
は
行
っ
て
い
る
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
基
本
的
に
は
保
護
者
へ
の
引
き
渡
し

と
な
る
の
で
行
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、

緊
急
を
要
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
さ
ら

に
ど
う
し
て
も
無
理
な
時
に
限
っ
て

は
、
公
用
車
や
教
員
の
車
で
送
り
届
け

る
こ
と
は
あ
り
得
る
。

問
通
学
時
に
お
け
る
安
全
確
保
に
つ
い

て
、
学
校
と
保
護
者
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

は
ど
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
下
校
を
含
め
た
学
校
外
に
つ
い
て
は

原
則
保
護
者
に
責
任
が
あ
る
が
、
緊
急

時
等
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
学
校
と
保

護
者
間
で
連
携
を
密
に
し
て
い
る
。
基

本
的
に
学
校
は
子
ど
も
達
が
安
全
に
登

下
校
を
す
る
た
め
の
指
導
を
す
る
と
い

う
役
割
と
責
任
が
あ
る
。

問
地
域
の
協
力
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、

そ
の
連
携
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
地
域
の
皆
様
に
は
、
子
ど
も
達
の
様

子
を
気
に
か
け
て
い
た
だ
き
、
状
況
に

よ
っ
て
は
保
護
者
や
学
校
へ
の
連
絡
等

を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
か
つ
て
活

動
し
て
い
た
「
つ
い
で
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
」
等
に
つ
い
て
も
青
少
年
育
成
町
民

会
議
で
話
題
に
し
な
が
ら
、
地
域
全
体

で
子
ど
も
を
守
っ
て
い
く
呼
び
か
け
を

し
て
い
き
た
い
。
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杉
山 

哉
史 

議
員

す
ぎ
や
ま

ち
か
し

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
不
便
を
心
配
す
る
。

他
の
自
治
体
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
情

報
収
集
を
進
め
、
結
果
を
踏
ま
え
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
高
齢
化
率
50
％
を
超
え
た
本
町
は
人

手
も
不
足
す
る
。
開
庁
時
間
を
見
直
し
、

公
務
員
の
副
業
と
地
域
活
動
を
推
進
し
て

は
ど
う
か
。

答
 

安
江
副
町
長

　
原
則
、
公
務
員
の
副
業
は
認
め
ら
れ
て

い
な
い
が
、
営
利
企
業
等
に
従
事
す
る
場

合
は
、
許
可
制
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

今
後
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
制
の
導
入
や
集
落

支
援
員
の
配
置
な
ど
と
あ
わ
せ
て
検
討
し

た
い
。

問
部
署
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
閉
庁
時

間
に
な
っ
て
も
職
員
が
残
っ
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
常
態
的
に
な
っ
て
い

な
い
か
確
認
し
た
い
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス

残
業
は
発
生
し
て
い
な
い
か
。

答
 

大
岩
総
務
課
長

　
ど
の
部
署
で
あ
っ
て
も
、
自
ら
の
意
思

で
帰
宅
で
き
る
体
制
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス

残
業
は
発
生
し
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。

問
勤
怠
管
理
が
な
い
と
居
残
り
等
が
発

生
す
る
。
タ
イ
ム
カ
ー
ド
（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

等
含
め
）
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
 

大
岩
総
務
課
長

　
タ
イ
ム
カ
ー
ド
は
導
入
し
て
い
な
い

が
、
目
的
に
は
共
感
す
る
。
時
間
を
大
切

に
す
る
意
識
を
持
て
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。

問
勤
怠
管
理
を
す
る
と
職
員
の
動
き
が

見
え
る
よ
う
に
な
る
。
一
つ
の
部
署
で
試

験
的
に
実
施
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
 

大
岩
総
務
課
長

　
タ
イ
ム
カ
ー
ド
導
入
の
予
定
は
な
い

が
、
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

問
近
年
、
窓
口
の
開
庁
時
間
を
見
直
す

自
治
体
（
※
）
が
増
え
て
い
る
。
８
時
30

分
〜
９
時
00
分
と
、
16
時
30
分
〜
17
時
15

分
は
来
庁
者
が
少
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
が

あ
る
。
見
直
し
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
 

大
岩
総
務
課
長

　
行
政
改
革
の
一
つ
の
手
段
だ
が
、
住
民

　町
で
は
、
今
年
度
新
た
に
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
に
対
し
、
従
業
員
の
雇
用

か
ら
育
成
・
定
着
、
事
業
所
の
継
続
・
発

展
に
つ
な
が
る
総
合
的
な
支
援
事
業
を
創

設
さ
れ
た
。
こ
の
補
助
事
業
が
、
町
内
で

事
業
を
営
む
方
々
の
明
る
い
材
料
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
、
質
問
す
る
。

問
今
年
度
新
た
に
創
設
さ
れ
た
「
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
支
援
事
業
」
の

概
要
は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
本
事
業
は
、
新
規
雇
用
や
資
格
取
得

な
ど
の
人
材
育
成
へ
の
支
援
、
事
業
継

続
に
向
け
た
設
備
投
資
支
援
な
ど
、
事

「
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
支
援
」

に
つ
い
て

業
者
の
成
長
段
階
に
応
じ
た
支
援
メ

ニ
ュ
ー
を
設
け
て
い
る
。
人
口
減
少
が

進
む
状
況
の
中
で
、
こ
の
地
域
で
事
業

を
営
む
皆
様
が
、
将
来
に
向
け
て
希
望

を
持
ち
な
が
ら
経
営
を
続
け
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
支

援
制
度
と
し
て
創
設
し
た
。

問
事
業
者
へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の

事
業
者
か
ら
の
反
応
や
感
触
は
ど
の
よ

う
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
商
工
会
の
役
員
会
や
総
代
会
の
場
で

事
業
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
制
度
概

要
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
会

員
に
配
布
し
た
。
そ
の
結
果
、
徐
々
に

問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
き
て
お
り
、
制

度
開
始
当
初
の
周
知
と
し
て
は
一
定
の

効
果
が
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
一
方

で
、
全
て
の
事
業
者
に
十
分
浸
透
し
て

　職
員
の
働
き
方
改
革
に
対
し
て
質
問
す

る
。

問
本
庁
職
員
の
残
業
時
間
は
ど
の
よ
う

か
。

答
 

大
岩
総
務
課
長

　
令
和
７
年
度
は
、
職
員
一
人
当
た
り
月

平
均
５
．16
時
間
で
あ
る
。
地
方
公
務
員

の
全
体
平
均
は
、
11
〜
12
時
間
で
あ
り
、

比
較
す
る
と
少
な
い
水
準
に
あ
る
。

問
各
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
残

業
時
間
は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

大
岩
総
務
課
長

　
令
和
７
年
度
は
、
職
員
一
人
当
た
り
月

平
均
２
．18
時
間
で
あ
る
。

問
残
業
の
主
な
要
因
に
つ
い
て
、
季
節

性
も
含
め
て
伺
う
。

答
 

大
岩
総
務
課
長

　
人
事
異
動
に
よ
り
、
３
月
か
ら
４
月
に

か
け
て
多
い
。
そ
の
他
に
防
災
対
応
や
水

道
の
漏
水
、
災
害
発
生
時
に
関
す
る
も

の
、
複
数
年
に
わ
た
る
計
画
づ
く
り
、
本

町
特
有
の
白
川
茶
の
対
応
な
ど
季
節
性
の

も
の
が
あ
る
。

問
朝
礼
や
業
務
の
準
備
な
ど
は
、
勤
務

時
間
内
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

答
 

大
岩
総
務
課
長

　
朝
礼
は
８
時
30
分
か
ら
、
掃
除
は
17
時

00
分
か
ら
行
っ
て
お
り
、
業
務
の
準
備
な

ど
も
時
間
内
に
行
っ
て
い
る
。

問
窓
口
業
務
の
職
員
の
休
憩
は
、
十
分

に
取
れ
て
い
る
か
。

答
 

大
岩
総
務
課
長

　
新
庁
舎
に
は
職
員
が
休
憩
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
整
備
し
た
。
窓
口
業
務
の
職
員

は
、
11
時
30
分
か
ら
13
時
30
分
ま
で
の
間

で
時
間
差
で
取
得
し
て
い
る
。

開
庁
時
間
の
見
直
し

に
つ
い
て

梅
田
み
つ
よ 

議
員

う
め
だ

梅
田
み
つ
よ 

議
員

う
め
だ

一般質問・答弁の映像一般質問・答弁の映像

い
る
と
は
言
い
難
い
た
め
、
今
後
商
工

会
の
経
営
指
導
員
に
よ
る
事
業
所
巡
回

の
機
会
な
ど
を
利
用
し
な
が
ら
、
よ
り

丁
寧
な
説
明
に
努
め
る
。
制
度
を
作
る

こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
必
要
と
す
る

事
業
者
の
皆
様
に
し
っ
か
り
届
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
国
や
県
の
補
助
制
度
は
条
件
や
手
続

き
が
難
し
く
、
「
利
用
が
困
難
」
と
の

声
が
あ
る
。
町
の
制
度
は
、
そ
れ
よ
り

も
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
と
思
わ
れ
る
が
、

事
業
継
続
計
画
の
策
定
な
ど
難
し
い
面

も
あ
る
。
事
業
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
商
工
会
に
加
入
し
て
い
な

い
事
業
者
も
あ
る
が
、
補
助
対
象
事
業

者
の
範
囲
を
拡
大
す
る
考
え
は
な
い

か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
事
業
継
続
計
画
の
策
定
や
申
請
資
料

の
作
成
等
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
と
行

政
が
連
携
し
、
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

の
で
、
「
難
し
そ
う
で
無
理
だ
」
と
考

え
ず
、
ま
ず
相
談
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
補
助
対
象
事
業
者
の
範
囲
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
拡
大
す
る
考
え
は
な

い
。
理
由
は
、
単
に
補
助
金
を
交
付
す

る
だ
け
で
な
く
、
商
工
会
の
経
営
指
導

員
に
よ
る
継
続
的
な
経
営
支
援
と
一
体

と
な
っ
た
制
度
と
す
る
た
め
で
あ
る
。

　
商
工
会
未
加
入
の
事
業
者
に
も
周
知

し
、
商
工
会
に
加
入
の
上
、
制
度
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
丁
寧
に
説
明
し

て
い
き
た
い
。

問
町
内
で
事
業
を
営
ん
で
お
ら
れ
る
皆

様
に
対
し
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
想

い
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
っ
て
こ
の
事
業

を
創
設
し
、
今
後
推
進
し
て
い
く
考
え

か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
本
事
業
の
創
設
に
当
た
り
最
も
大
切

に
し
た
こ
と
は
、
「
挑
戦
し
や
す
い
ま

ち
」
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。
人
口
減

少
が
進
む
地
域
で
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

す
る
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
に
、
お
金

だ
け
で
な
く
相
談
で
き
る
人
、
応
援
し

て
く
れ
る
人
が
い
て
、
「
や
っ
て
み
よ

う
」
と
思
え
る
環
境
を
作
る
こ
と
を
考

え
た
。
町
ぐ
る
み
で
事
業
者
を
応
援
す

る
姿
を
感
じ
た
若
い
人
た
ち
が
、
「
将

来
こ
の
町
で
事
業
を
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
。
そ
ん
な
地

域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
、
こ
の
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

令和６年11月
令和７年７月
令和８年１月

令和８年４月

令和８年５月
令和８年６月
令和８年11月予定

美濃加茂市
羽島市
大野町
美濃市
川辺町・池田町
岐南町
土岐市
下呂市

8:45 ～ 16:45
8:45 ～ 16:45
8:30 ～ 16:30
9:00 ～ 16:00
9:00 ～ 16:30
9:00 ～ 16:45
9:00 ～ 16:30
9:00 ～ 16:30

実施年月 自治体名 開庁時間

※参考：県内自治体の窓口開庁時間
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杉
山 
哉
史 
議
員

す
ぎ
や
ま

ち
か
し

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
不
便
を
心
配
す
る
。

他
の
自
治
体
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
情

報
収
集
を
進
め
、
結
果
を
踏
ま
え
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
高
齢
化
率
50
％
を
超
え
た
本
町
は
人

手
も
不
足
す
る
。
開
庁
時
間
を
見
直
し
、

公
務
員
の
副
業
と
地
域
活
動
を
推
進
し
て

は
ど
う
か
。

答
 

安
江
副
町
長

　
原
則
、
公
務
員
の
副
業
は
認
め
ら
れ
て

い
な
い
が
、
営
利
企
業
等
に
従
事
す
る
場

合
は
、
許
可
制
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

今
後
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
制
の
導
入
や
集
落

支
援
員
の
配
置
な
ど
と
あ
わ
せ
て
検
討
し

た
い
。

問
部
署
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
閉
庁
時

間
に
な
っ
て
も
職
員
が
残
っ
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
常
態
的
に
な
っ
て
い

な
い
か
確
認
し
た
い
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス

残
業
は
発
生
し
て
い
な
い
か
。

答
 

大
岩
総
務
課
長

　
ど
の
部
署
で
あ
っ
て
も
、
自
ら
の
意
思

で
帰
宅
で
き
る
体
制
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス

残
業
は
発
生
し
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。

問
勤
怠
管
理
が
な
い
と
居
残
り
等
が
発

生
す
る
。
タ
イ
ム
カ
ー
ド
（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

等
含
め
）
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
 

大
岩
総
務
課
長

　
タ
イ
ム
カ
ー
ド
は
導
入
し
て
い
な
い

が
、
目
的
に
は
共
感
す
る
。
時
間
を
大
切

に
す
る
意
識
を
持
て
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。

問
勤
怠
管
理
を
す
る
と
職
員
の
動
き
が

見
え
る
よ
う
に
な
る
。
一
つ
の
部
署
で
試

験
的
に
実
施
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
 

大
岩
総
務
課
長

　
タ
イ
ム
カ
ー
ド
導
入
の
予
定
は
な
い

が
、
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

問
近
年
、
窓
口
の
開
庁
時
間
を
見
直
す

自
治
体
（
※
）
が
増
え
て
い
る
。
８
時
30

分
〜
９
時
00
分
と
、
16
時
30
分
〜
17
時
15

分
は
来
庁
者
が
少
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
が

あ
る
。
見
直
し
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
 

大
岩
総
務
課
長

　
行
政
改
革
の
一
つ
の
手
段
だ
が
、
住
民

　町
で
は
、
今
年
度
新
た
に
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
に
対
し
、
従
業
員
の
雇
用

か
ら
育
成
・
定
着
、
事
業
所
の
継
続
・
発

展
に
つ
な
が
る
総
合
的
な
支
援
事
業
を
創

設
さ
れ
た
。
こ
の
補
助
事
業
が
、
町
内
で

事
業
を
営
む
方
々
の
明
る
い
材
料
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
、
質
問
す
る
。

問
今
年
度
新
た
に
創
設
さ
れ
た
「
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
支
援
事
業
」
の

概
要
は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
本
事
業
は
、
新
規
雇
用
や
資
格
取
得

な
ど
の
人
材
育
成
へ
の
支
援
、
事
業
継

続
に
向
け
た
設
備
投
資
支
援
な
ど
、
事

「
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
支
援
」

に
つ
い
て

業
者
の
成
長
段
階
に
応
じ
た
支
援
メ

ニ
ュ
ー
を
設
け
て
い
る
。
人
口
減
少
が

進
む
状
況
の
中
で
、
こ
の
地
域
で
事
業

を
営
む
皆
様
が
、
将
来
に
向
け
て
希
望

を
持
ち
な
が
ら
経
営
を
続
け
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
支

援
制
度
と
し
て
創
設
し
た
。

問
事
業
者
へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の

事
業
者
か
ら
の
反
応
や
感
触
は
ど
の
よ

う
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
商
工
会
の
役
員
会
や
総
代
会
の
場
で

事
業
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
制
度
概

要
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
会

員
に
配
布
し
た
。
そ
の
結
果
、
徐
々
に

問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
き
て
お
り
、
制

度
開
始
当
初
の
周
知
と
し
て
は
一
定
の

効
果
が
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
一
方

で
、
全
て
の
事
業
者
に
十
分
浸
透
し
て

　職
員
の
働
き
方
改
革
に
対
し
て
質
問
す

る
。

問
本
庁
職
員
の
残
業
時
間
は
ど
の
よ
う

か
。

答
 

大
岩
総
務
課
長

　
令
和
７
年
度
は
、
職
員
一
人
当
た
り
月

平
均
５
．16
時
間
で
あ
る
。
地
方
公
務
員

の
全
体
平
均
は
、
11
〜
12
時
間
で
あ
り
、

比
較
す
る
と
少
な
い
水
準
に
あ
る
。

問
各
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
残

業
時
間
は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

大
岩
総
務
課
長

　
令
和
７
年
度
は
、
職
員
一
人
当
た
り
月

平
均
２
．18
時
間
で
あ
る
。

問
残
業
の
主
な
要
因
に
つ
い
て
、
季
節

性
も
含
め
て
伺
う
。

答
 

大
岩
総
務
課
長

　
人
事
異
動
に
よ
り
、
３
月
か
ら
４
月
に

か
け
て
多
い
。
そ
の
他
に
防
災
対
応
や
水

道
の
漏
水
、
災
害
発
生
時
に
関
す
る
も

の
、
複
数
年
に
わ
た
る
計
画
づ
く
り
、
本

町
特
有
の
白
川
茶
の
対
応
な
ど
季
節
性
の

も
の
が
あ
る
。

問
朝
礼
や
業
務
の
準
備
な
ど
は
、
勤
務

時
間
内
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

答
 

大
岩
総
務
課
長

　
朝
礼
は
８
時
30
分
か
ら
、
掃
除
は
17
時

00
分
か
ら
行
っ
て
お
り
、
業
務
の
準
備
な

ど
も
時
間
内
に
行
っ
て
い
る
。

問
窓
口
業
務
の
職
員
の
休
憩
は
、
十
分

に
取
れ
て
い
る
か
。

答
 

大
岩
総
務
課
長

　
新
庁
舎
に
は
職
員
が
休
憩
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
整
備
し
た
。
窓
口
業
務
の
職
員

は
、
11
時
30
分
か
ら
13
時
30
分
ま
で
の
間

で
時
間
差
で
取
得
し
て
い
る
。

開
庁
時
間
の
見
直
し

に
つ
い
て

梅
田
み
つ
よ 

議
員

う
め
だ

梅
田
み
つ
よ 

議
員

う
め
だ

一般質問・答弁の映像一般質問・答弁の映像

い
る
と
は
言
い
難
い
た
め
、
今
後
商
工

会
の
経
営
指
導
員
に
よ
る
事
業
所
巡
回

の
機
会
な
ど
を
利
用
し
な
が
ら
、
よ
り

丁
寧
な
説
明
に
努
め
る
。
制
度
を
作
る

こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
必
要
と
す
る

事
業
者
の
皆
様
に
し
っ
か
り
届
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
国
や
県
の
補
助
制
度
は
条
件
や
手
続

き
が
難
し
く
、
「
利
用
が
困
難
」
と
の

声
が
あ
る
。
町
の
制
度
は
、
そ
れ
よ
り

も
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
と
思
わ
れ
る
が
、

事
業
継
続
計
画
の
策
定
な
ど
難
し
い
面

も
あ
る
。
事
業
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
商
工
会
に
加
入
し
て
い
な

い
事
業
者
も
あ
る
が
、
補
助
対
象
事
業

者
の
範
囲
を
拡
大
す
る
考
え
は
な
い

か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
事
業
継
続
計
画
の
策
定
や
申
請
資
料

の
作
成
等
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
と
行

政
が
連
携
し
、
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

の
で
、
「
難
し
そ
う
で
無
理
だ
」
と
考

え
ず
、
ま
ず
相
談
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
補
助
対
象
事
業
者
の
範
囲
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
拡
大
す
る
考
え
は
な

い
。
理
由
は
、
単
に
補
助
金
を
交
付
す

る
だ
け
で
な
く
、
商
工
会
の
経
営
指
導

員
に
よ
る
継
続
的
な
経
営
支
援
と
一
体

と
な
っ
た
制
度
と
す
る
た
め
で
あ
る
。

　
商
工
会
未
加
入
の
事
業
者
に
も
周
知

し
、
商
工
会
に
加
入
の
上
、
制
度
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
丁
寧
に
説
明
し

て
い
き
た
い
。

問
町
内
で
事
業
を
営
ん
で
お
ら
れ
る
皆

様
に
対
し
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
想

い
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
っ
て
こ
の
事
業

を
創
設
し
、
今
後
推
進
し
て
い
く
考
え

か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
本
事
業
の
創
設
に
当
た
り
最
も
大
切

に
し
た
こ
と
は
、
「
挑
戦
し
や
す
い
ま

ち
」
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。
人
口
減

少
が
進
む
地
域
で
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

す
る
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
に
、
お
金

だ
け
で
な
く
相
談
で
き
る
人
、
応
援
し

て
く
れ
る
人
が
い
て
、
「
や
っ
て
み
よ

う
」
と
思
え
る
環
境
を
作
る
こ
と
を
考

え
た
。
町
ぐ
る
み
で
事
業
者
を
応
援
す

る
姿
を
感
じ
た
若
い
人
た
ち
が
、
「
将

来
こ
の
町
で
事
業
を
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
。
そ
ん
な
地

域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
、
こ
の
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

令和６年11月
令和７年７月
令和８年１月

令和８年４月

令和８年５月
令和８年６月
令和８年11月予定

美濃加茂市
羽島市
大野町
美濃市
川辺町・池田町
岐南町
土岐市
下呂市

8:45 ～ 16:45
8:45 ～ 16:45
8:30 ～ 16:30
9:00 ～ 16:00
9:00 ～ 16:30
9:00 ～ 16:45
9:00 ～ 16:30
9:00 ～ 16:30

実施年月 自治体名 開庁時間

※参考：県内自治体の窓口開庁時間

令和 8 年 8 月 1 日 67 しらかわ議会だより No.221



で
、
事
業
手
法
や
工
程
計
画
な
ど
を
具
体

的
に
検
討
す
る
。
こ
れ
ま
で
道
の
駅
を
支

え
て
き
た
従
業
員
や
生
産
者
の
皆
様
は
、

本
施
設
の
大
切
な
財
産
で
あ
り
、
人
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
事
業
を
進

め
て
い
く
。

答
 

安
江
副
町
長

　
日
頃
か
ら
白
川
町
農
業
開
発
の
運
営
に

ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
あ
た
っ
て
は
、
持
続
可
能
な
施
設
へ
の

転
換
を
図
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
に

根
差
し
、
愛
さ
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
進

め
て
い
き
た
い
。

　
白
川
町
農
業
開
発
は
、
町
が
出
資
す
る

第
３
セ
ク
タ
ー
の
一
つ
で
あ
る
。
第
３
セ

ク
タ
ー
は
、
民
間
で
は
維
持
し
に
く
い
地

域
イ
ン
フ
ラ
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
公
共
性
の

高
い
事
業
を
行
う
法
人
で
、
そ
の
目
的
も

様
々
で
あ
る
。
町
内
に
は
い
く
つ
か
の
第

３
セ
ク
タ
ー
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
雇
用

の
創
出
や
生
き
が
い
づ
く
り
、
町
の
情
報

発
信
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
に
努
め
て

い
る
。
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
わ
せ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
が
本
来
の
目
的
に

沿
っ
て
効
果
を
上
げ
て
い
る
か
、
現
在
の

体
制
が
適
切
か
を
検
証
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
白
川
町
農
業
開
発
の
代
表
取
締
役
と
し

て
、
ま
た
副
町
長
と
し
て
、
町
全
体
の
施

策
の
中
で
改
め
て
第
３
セ
ク
タ
ー
を
、
ど

う
位
置
付
け
る
べ
き
か
、
ど
う
転
換
を
図

る
べ
き
か
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
白
川
町
農
業
開
発
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
つ
い
て
伺
う
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
「
白
川
を
愛
し
、
白
川
に
愛
さ
れ
る
施

設
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
全
体
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
て
い
き
た
い
。
町
全

体
の
特
産
品
の
価
値
向
上
に
つ
な
が
る
仕

組
み
も
検
討
し
て
い
く
。

　
こ
れ
か
ら
策
定
す
る
基
本
計
画
の
中

問
気
象
庁
で
は
令
和
８
年
５
月
29
日
か

ら
新
た
な
防
災
気
象
情
報
が
運
用
さ
れ
て

い
る
が
、
町
の
防
災
体
制
は
整
っ
て
い
る

か
。

答
 

大
岩
総
務
課
長

　
こ
れ
ま
で
に
防
災
体
制
を
整
え
、
「
災

害
対
策
実
施
要
領
」
を
改
訂
し
、
職
員
研

修
を
実
施
し
た
。
防
災
気
象
情
報
は
「
す

ぐ
メ
ー
ル
」
や
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
等
で
周
知

す
る
。
ま
た
、
各
地
区
の
災
害
対
策
連
絡

協
議
会
に
よ
る
独
自
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作

成
を
支
援
し
て
い
く
。

新
し
い
防
災
気
象
情
報

と
そ
の
対
応
に
つ
い
て

道
の
駅
美
濃
白
川
の

再
編
に
つ
い
て

第8条
第2項

　議会は、町民との意見交換の
場を設け、webアンケートを含
む多様な形態の広聴活動を実施
し、町民の意見の把握及び反映
に努めるものとする。

第 4 章
町民と
議会との
関係

　今期はwebアンケートは実施していませ
んが、町内の各種団体との懇談会や地域懇
談会を通じて、多様な意見の把握に努めま
した。

　町民との意見交換の場を
引き続き設けるとともに、
webアンケートを適切に活
用しながら、町民の意見を
的確に把握し、議会活動へ
の反映に努めていきます。

（危機管理）
　議会は、不測の事態が起こった
場合においても、議会機能の維持
に努め、町民の生命、身体及び財
産を守るため、 町長その他の執
行機関及びその職員（以下「町長
等」という。）が迅速かつ円滑に
災害対策等を行えるよう必要な協
力を行うものとする。

　防災に関する関心を常に持ち、各地域の
災害対策連絡協議会等に積極的に参加する
とともに、南海トラフ地震に備えた取組に
ついて一般質問を行うなど、町の危機管理
体制や防災対策の確認を行いました。

　今後も大規模災害発生
時における議会機能の継
続と迅速な対応に備え、
町長等との連携体制を意
識した情報共有・確認に
努め、防災力の向上に資
する議会の役割を果たし
ていきます。

第12条
第2項

（議員間討議による合意形成）
　議員は、自由かっ達な討議を
経て、政策、条例及び意見等の
議案を積極的に提出するよう努
めるものとする。

第 7 章
議会運営
及び議会
機能

　議員協議会等での討議を経て、議員発議
による条例・規則の一部改正や意見書の提
出、また、学校統合建設特別委員会の設置
に関する議案の提出を行いました。

　今後も、議員発議によ
る議案を積極的に提出す
るよう努めていきます。

第15条 　議会は、社会状況の変化に適
応するため、議会改革の推進に
努めるものとする。

第 8 章
議会改革
の推進

　今期は、傍聴規則を改正し、傍聴人の体調管
理に配慮した運用を可能としました。また、本
会議及び委員会においても、議員及び説明員が
適切に水分補給を行える環境を整備しました。

　今後も社会情勢の変化
に対応しながら、議会改
革を推進していきます。

第19条
第1項

　議会は、町民の意見、社会情勢
の変化等を勘案し、この条例の目
的が達成されているかどうかを検
証するとともに、必要に応じて見
直しを行うものとする。

第 1 1 章
検証及び
見直し
手続

　本条例に基づき、毎年度検証及び見直し
を行っています。今期は、6月の定例会に
おいて、基本条例の一部改正を行い、反問
権の対象を本会議の一般質問から、本会議
に加え委員会にも拡大しました。

　今後とも、1年ごとに
検証と見直しを行い、よ
り良い議会運営、議会基
本条例となるよう努めて
いきます。

すべての条項に係る検証結果と今後の対応については、白川町ホームページに掲載しておりますので、
ぜひご覧ください。

議会基本条例の達成状況を検証しました。
　白川町議会基本条例第19条では、「条例の目的が達成されているかどうか」を定期的に検証す
ることとされています。このたび、令和７年７月から令和８年６月までの取組状況について検証を行
い、その結果を取りまとめましたので、お知らせします。

【主な検証結果・今後の対応】 令和８年６月検証

第2条

第3号

条　　　　文条番号章 実績・検証結果 今後の対応
（議会の活動原則）
　議会は、次に掲げる原則に基
づき活動を行うものとする。
　町民の多様な意見要望の把握
に努め、これを町政に反映させ
るための議会運営を行うこと。

第 ２ 章
議会及び
議員の
活動原則
等

　町内の下記団体と懇談会を開催し、意見
交換を行いました。
 ・（株）ＪＩＮ （おでかけ白川）
 ・（社福）白川町社会福祉協議会
 ・（一社）白川町シルバー人材センター
　また、5月から6月にかけて、町内5地区で
地域懇談会を開催しました。懇談会では、地
区ごとにテーマを設定し、議員ごとにグルー
プに分かれ、多様な意見交換が行えました。

　今後も、地域懇談会や
諸団体との意見交換会を
積極的に開催するよう努
めていきます。

第3条 （議員研修の充実及び強化）
　議会は、専門知識を取り入れ
た研修を積極的に行うことによ
り、議員の資質、政策形成能力
及び立案能力の向上に努めるも
のとする。

　昨年の検証以降、下記の項目を含めて、
14の研修や視察等を行いました。
 ・可茂町村議会議員研修会
 ・ハラスメント研修
 ・全国水源の里シンポジウム
 ・可茂地域市町村議会議員研修会
 ・加茂東部三町村議会議員交流研修会
 ・三重県大紀町議会　庁舎視察受入れ　など

　今後も目的に沿った研
修や視察を行うことで、
議員の資質、政策形成能
力及び立案能力の向上に
努めていきます。

第4条

第1号

（委員会の活動原則）
　委員会は、次に掲げる原則に基づ
き適正な運営を行うものとする。
　議案等の審議及び審査並びに所管
事務の調査の充実を図ることによ
り、委員会の設置目的が十分に発揮
されるよう努めること。

　改選後の昨年第3回臨時会（8/28）で、学校
統合建設特別委員会を設置しました。
　常任委員会・特別委員会では、設置目的に即
した審議・審査を行っており、特に、学校統合
建設特別委員会では、施設一体型小中学校の建
設に向け、活発な議論がなされました。また、
議員協議会において論点整理を行い、議案等の
審議及び審査に必要な情報共有を図りました。

　

　今後も、委員会の役割
が十分に発揮されるよ
う、議案や調査事項に応
じて審議体制を柔軟に整
え、充実した議論と合意
形成に努めていきます。

第6条

伊
佐
治 
優 
議
員

い
さ
じ

ま
さ
る

ま
さ
る

ま
さ
る

一般質問・答弁の映像

ピアチェーレ周辺

新たな防災気象情報

防災気象情報の新旧比較 ※高潮は省略

警戒
レベル

新旧 河川氾濫
大雨

（浸水）
土砂災害

住民がとるべき
行動

新体系
レベル５

氾濫特別警報
レベル５

大雨特別警報
レベル５

土砂災害特別警報

従来 氾濫発生情報
大雨特別警報
（浸水害）

大雨特別警報
（土砂災害）

新体系
レベル４

氾濫危険警報
レベル４

大雨危険警報
レベル４

土砂災害危険警報

従来 氾濫危険情報 － 土砂災害警戒情報

新体系
レベル３
氾濫警報

レベル３
大雨警報

レベル３
土砂災害警報

従来
氾濫警戒情報

洪水警報
大雨警報
（浸水害）

大雨警報
（土砂災害）

新体系
レベル２
氾濫注意報

レベル２
大雨注意報

レベル２
土砂災害注意報

従来
氾濫注意情報
洪水注意報

大雨注意報 大雨注意報

新体系

従来

命の危険
直ちに安全確保

危険な場所から
全員避難

５相当

４相当

３相当

＜　警戒レベル４までに危険な場所からかならず避難！　＞

２

１

非難に時間を要
する人は早めに
避難、避難準備

避難行動を確認

災害への心構え
を高める

早期注意情報

早期注意情報
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で
、
事
業
手
法
や
工
程
計
画
な
ど
を
具
体

的
に
検
討
す
る
。
こ
れ
ま
で
道
の
駅
を
支

え
て
き
た
従
業
員
や
生
産
者
の
皆
様
は
、

本
施
設
の
大
切
な
財
産
で
あ
り
、
人
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
事
業
を
進

め
て
い
く
。

答
 

安
江
副
町
長

　
日
頃
か
ら
白
川
町
農
業
開
発
の
運
営
に

ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
あ
た
っ
て
は
、
持
続
可
能
な
施
設
へ
の

転
換
を
図
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
に

根
差
し
、
愛
さ
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
進

め
て
い
き
た
い
。

　
白
川
町
農
業
開
発
は
、
町
が
出
資
す
る

第
３
セ
ク
タ
ー
の
一
つ
で
あ
る
。
第
３
セ

ク
タ
ー
は
、
民
間
で
は
維
持
し
に
く
い
地

域
イ
ン
フ
ラ
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
公
共
性
の

高
い
事
業
を
行
う
法
人
で
、
そ
の
目
的
も

様
々
で
あ
る
。
町
内
に
は
い
く
つ
か
の
第

３
セ
ク
タ
ー
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
雇
用

の
創
出
や
生
き
が
い
づ
く
り
、
町
の
情
報

発
信
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
に
努
め
て

い
る
。
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
わ
せ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
が
本
来
の
目
的
に

沿
っ
て
効
果
を
上
げ
て
い
る
か
、
現
在
の

体
制
が
適
切
か
を
検
証
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
白
川
町
農
業
開
発
の
代
表
取
締
役
と
し

て
、
ま
た
副
町
長
と
し
て
、
町
全
体
の
施

策
の
中
で
改
め
て
第
３
セ
ク
タ
ー
を
、
ど

う
位
置
付
け
る
べ
き
か
、
ど
う
転
換
を
図

る
べ
き
か
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
白
川
町
農
業
開
発
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
つ
い
て
伺
う
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
「
白
川
を
愛
し
、
白
川
に
愛
さ
れ
る
施

設
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
全
体
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
て
い
き
た
い
。
町
全

体
の
特
産
品
の
価
値
向
上
に
つ
な
が
る
仕

組
み
も
検
討
し
て
い
く
。

　
こ
れ
か
ら
策
定
す
る
基
本
計
画
の
中

問
気
象
庁
で
は
令
和
８
年
５
月
29
日
か

ら
新
た
な
防
災
気
象
情
報
が
運
用
さ
れ
て

い
る
が
、
町
の
防
災
体
制
は
整
っ
て
い
る

か
。

答
 

大
岩
総
務
課
長

　
こ
れ
ま
で
に
防
災
体
制
を
整
え
、
「
災

害
対
策
実
施
要
領
」
を
改
訂
し
、
職
員
研

修
を
実
施
し
た
。
防
災
気
象
情
報
は
「
す

ぐ
メ
ー
ル
」
や
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
等
で
周
知

す
る
。
ま
た
、
各
地
区
の
災
害
対
策
連
絡

協
議
会
に
よ
る
独
自
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作

成
を
支
援
し
て
い
く
。

新
し
い
防
災
気
象
情
報

と
そ
の
対
応
に
つ
い
て

道
の
駅
美
濃
白
川
の

再
編
に
つ
い
て

第8条
第2項

　議会は、町民との意見交換の
場を設け、webアンケートを含
む多様な形態の広聴活動を実施
し、町民の意見の把握及び反映
に努めるものとする。

第 4 章
町民と
議会との
関係

　今期はwebアンケートは実施していませ
んが、町内の各種団体との懇談会や地域懇
談会を通じて、多様な意見の把握に努めま
した。

　町民との意見交換の場を
引き続き設けるとともに、
webアンケートを適切に活
用しながら、町民の意見を
的確に把握し、議会活動へ
の反映に努めていきます。

（危機管理）
　議会は、不測の事態が起こった
場合においても、議会機能の維持
に努め、町民の生命、身体及び財
産を守るため、 町長その他の執
行機関及びその職員（以下「町長
等」という。）が迅速かつ円滑に
災害対策等を行えるよう必要な協
力を行うものとする。

　防災に関する関心を常に持ち、各地域の
災害対策連絡協議会等に積極的に参加する
とともに、南海トラフ地震に備えた取組に
ついて一般質問を行うなど、町の危機管理
体制や防災対策の確認を行いました。

　今後も大規模災害発生
時における議会機能の継
続と迅速な対応に備え、
町長等との連携体制を意
識した情報共有・確認に
努め、防災力の向上に資
する議会の役割を果たし
ていきます。

第12条
第2項

（議員間討議による合意形成）
　議員は、自由かっ達な討議を
経て、政策、条例及び意見等の
議案を積極的に提出するよう努
めるものとする。

第 7 章
議会運営
及び議会
機能

　議員協議会等での討議を経て、議員発議
による条例・規則の一部改正や意見書の提
出、また、学校統合建設特別委員会の設置
に関する議案の提出を行いました。

　今後も、議員発議によ
る議案を積極的に提出す
るよう努めていきます。

第15条 　議会は、社会状況の変化に適
応するため、議会改革の推進に
努めるものとする。

第 8 章
議会改革
の推進

　今期は、傍聴規則を改正し、傍聴人の体調管
理に配慮した運用を可能としました。また、本
会議及び委員会においても、議員及び説明員が
適切に水分補給を行える環境を整備しました。

　今後も社会情勢の変化
に対応しながら、議会改
革を推進していきます。

第19条
第1項

　議会は、町民の意見、社会情勢
の変化等を勘案し、この条例の目
的が達成されているかどうかを検
証するとともに、必要に応じて見
直しを行うものとする。

第 1 1 章
検証及び
見直し
手続

　本条例に基づき、毎年度検証及び見直し
を行っています。今期は、6月の定例会に
おいて、基本条例の一部改正を行い、反問
権の対象を本会議の一般質問から、本会議
に加え委員会にも拡大しました。

　今後とも、1年ごとに
検証と見直しを行い、よ
り良い議会運営、議会基
本条例となるよう努めて
いきます。

すべての条項に係る検証結果と今後の対応については、白川町ホームページに掲載しておりますので、
ぜひご覧ください。

議会基本条例の達成状況を検証しました。
　白川町議会基本条例第19条では、「条例の目的が達成されているかどうか」を定期的に検証す
ることとされています。このたび、令和７年７月から令和８年６月までの取組状況について検証を行
い、その結果を取りまとめましたので、お知らせします。

【主な検証結果・今後の対応】 令和８年６月検証

第2条

第3号

条　　　　文条番号章 実績・検証結果 今後の対応
（議会の活動原則）
　議会は、次に掲げる原則に基
づき活動を行うものとする。
　町民の多様な意見要望の把握
に努め、これを町政に反映させ
るための議会運営を行うこと。

第 ２ 章
議会及び
議員の
活動原則
等

　町内の下記団体と懇談会を開催し、意見
交換を行いました。
 ・（株）ＪＩＮ （おでかけ白川）
 ・（社福）白川町社会福祉協議会
 ・（一社）白川町シルバー人材センター
　また、5月から6月にかけて、町内5地区で
地域懇談会を開催しました。懇談会では、地
区ごとにテーマを設定し、議員ごとにグルー
プに分かれ、多様な意見交換が行えました。

　今後も、地域懇談会や
諸団体との意見交換会を
積極的に開催するよう努
めていきます。

第3条 （議員研修の充実及び強化）
　議会は、専門知識を取り入れ
た研修を積極的に行うことによ
り、議員の資質、政策形成能力
及び立案能力の向上に努めるも
のとする。

　昨年の検証以降、下記の項目を含めて、
14の研修や視察等を行いました。
 ・可茂町村議会議員研修会
 ・ハラスメント研修
 ・全国水源の里シンポジウム
 ・可茂地域市町村議会議員研修会
 ・加茂東部三町村議会議員交流研修会
 ・三重県大紀町議会　庁舎視察受入れ　など

　今後も目的に沿った研
修や視察を行うことで、
議員の資質、政策形成能
力及び立案能力の向上に
努めていきます。

第4条

第1号

（委員会の活動原則）
　委員会は、次に掲げる原則に基づ
き適正な運営を行うものとする。
　議案等の審議及び審査並びに所管
事務の調査の充実を図ることによ
り、委員会の設置目的が十分に発揮
されるよう努めること。

　改選後の昨年第3回臨時会（8/28）で、学校
統合建設特別委員会を設置しました。
　常任委員会・特別委員会では、設置目的に即
した審議・審査を行っており、特に、学校統合
建設特別委員会では、施設一体型小中学校の建
設に向け、活発な議論がなされました。また、
議員協議会において論点整理を行い、議案等の
審議及び審査に必要な情報共有を図りました。

　

　今後も、委員会の役割
が十分に発揮されるよ
う、議案や調査事項に応
じて審議体制を柔軟に整
え、充実した議論と合意
形成に努めていきます。

第6条

伊
佐
治 

優 

議
員

い
さ
じ

ま
さ
る

ま
さ
る

ま
さ
る

一般質問・答弁の映像

ピアチェーレ周辺

新たな防災気象情報

防災気象情報の新旧比較 ※高潮は省略

警戒
レベル

新旧 河川氾濫
大雨

（浸水）
土砂災害

住民がとるべき
行動

新体系
レベル５

氾濫特別警報
レベル５

大雨特別警報
レベル５

土砂災害特別警報

従来 氾濫発生情報
大雨特別警報
（浸水害）

大雨特別警報
（土砂災害）

新体系
レベル４

氾濫危険警報
レベル４

大雨危険警報
レベル４

土砂災害危険警報

従来 氾濫危険情報 － 土砂災害警戒情報

新体系
レベル３
氾濫警報

レベル３
大雨警報

レベル３
土砂災害警報

従来
氾濫警戒情報

洪水警報
大雨警報
（浸水害）

大雨警報
（土砂災害）

新体系
レベル２

氾濫注意報
レベル２

大雨注意報
レベル２

土砂災害注意報

従来
氾濫注意情報
洪水注意報

大雨注意報 大雨注意報

新体系

従来

命の危険
直ちに安全確保

危険な場所から
全員避難

５相当

４相当

３相当

＜　警戒レベル４までに危険な場所からかならず避難！　＞

２

１

非難に時間を要
する人は早めに
避難、避難準備

避難行動を確認

災害への心構え
を高める

早期注意情報

早期注意情報
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　昨年度に引き続き、今年度も地域懇談会を開催しました。
　今回は、５月２９日から６月２７日までの間に町内５地区で実施し、各地区の課題や関心に合わせ、
それぞれ異なるテーマで８つのグループに分かれて意見を交わしました。
　延べ２１４名の皆様にご参加いただき、地域の暮らしや将来について、多くのご意見やご提案をい
ただきました。
　ここでは、各地区で話し合われた主な内容を紹介します。

　今回の懇談会では、それぞれの地域が抱える課題や将来への思いについて、
多くの意見が交わされました。地域資源の活用や交流の場づくり、若い世代と
の関わりなど、地域の強みを生かした前向きな提案も数多く寄せられました。
　地域によって状況や優先すべき課題は異なります。今後は、
それぞれの地域の実情を踏まえながら、町全体で取り組むこと
と地域ごとに進めることを見極め、寄せられたご意見やご提案
を今後の議会活動に生かしてまいります。
　ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。

白 川 地 区 ／６月３日（水）……３８名

テーマ「防災（治山・治水等）」 「少子高齢化」
　白川地区では、防災について、岩屋ダムの決壊や河川の
増水、土砂災害、道路の寸断など、災害時への不安が多く
挙げられました。地域の実情に合った避難場所の設定や、消
火栓・防災用品を使用する実践的な訓練を求める意見もあり
ました。また、人口減少と高齢化により、自治会役員や農業、
茶産業の担い手不足が深刻化していることから、組織の統
合や役割の見直し、農業の機械化・グループ化、空き家を活
用した移住促進などが提案されました。

佐 見 地 区 ／５月２９日（金）……３５名

テーマ「交流人口を増やそう！」「地域資源を発掘しよう！」
　佐見地区では、美濃白川ふるさと体験村を交流の拠点とし、
登山や川遊び、アユ釣り、農林業、地歌舞伎など、豊かな自然
や文化を体験につなげたいという意見が多く寄せられました。ま
た、ＳＮＳや動画による情報発信や、地域住民と来訪者・移住者
をつなぐ人材の必要性も挙げられました。交流人口を増やすだ
けでなく、医療、交通、通信、子育てなど、今住んでいる人が安
心して暮らし続けられる環境づくりも重要との意見がありました。

蘇 原 地 区 ／６月９日（火）……４５名

テーマ「これから蘇原地区をどうする」「今、自分が思う事」
　蘇原地区では、人口減少や高齢化、若者の流出、空き家や
耕作放棄地の増加、学校閉校後の地域づくりなどに、強い危機
感が示されました。一方で、恵那・中津川方面への交通の利便
性や、自然、農業、伝統行事、民泊などを生かして交流人口を増
やす提案も多く出されました。切井・赤河・三川の連携を深め、地
域組織や行事を見直すとともに、行政と議会には、「守り」ではな
く「攻め」の姿勢で町政を進めてほしいとの要望もありました。

黒 川 地 区 ／６月１７日（水）……５９名

テーマ「どうする黒川  みんなで動かす地域の未来」
　黒川地区では、「どうする黒川」を掲げ、グループごとに８つ
のプロジェクトに分かれて意見交換を行いました。役職負担
の軽減や農業・山林の担い手確保、空き家・空き店舗の活
用、尾平山荘の再生、地域文化の継承、情報発信などにつ
いて、人口減少や高齢化を背景とした課題が共有されまし
た。一方で、移住者や町外の人、子どもたちも地域づくりに巻
き込み、黒川の自然、農業、食、伝統、人とのつながりを生かし
ながら、できることから具体的に行動していこうとする前向きな
提案も多く寄せられました。

白川北地区 ／６月２７日（土）……３７名

テーマ「これからの地域コミュニティは？」
「移住者と交流人口の増加に向けて！」

　白川北地区では、人口減少と高齢化により、自治会役員や
草刈り、農地・空き家の管理など、地域を維持する住民負担
が限界に近づいているとの意見が多く寄せられました。地域
行事や役職を見直し、住民が無理なく集まれる交流の場をつ
くる必要があるとの意見もありました。一方で、国道４１号とＪＲ
が通る交通の利便性を生かした企業誘致や二拠点生活の
推進、廃校となる白川小学校や大山白山神社を交流・観光
の拠点として活用し、若者や子育て世帯を呼び込みたいとの
提案も出されました。

議会活動報告

「地域懇談会」を開催しました
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　昨年度に引き続き、今年度も地域懇談会を開催しました。
　今回は、５月２９日から６月２７日までの間に町内５地区で実施し、各地区の課題や関心に合わせ、
それぞれ異なるテーマで８つのグループに分かれて意見を交わしました。
　延べ２１４名の皆様にご参加いただき、地域の暮らしや将来について、多くのご意見やご提案をい
ただきました。
　ここでは、各地区で話し合われた主な内容を紹介します。

　今回の懇談会では、それぞれの地域が抱える課題や将来への思いについて、
多くの意見が交わされました。地域資源の活用や交流の場づくり、若い世代と
の関わりなど、地域の強みを生かした前向きな提案も数多く寄せられました。
　地域によって状況や優先すべき課題は異なります。今後は、
それぞれの地域の実情を踏まえながら、町全体で取り組むこと
と地域ごとに進めることを見極め、寄せられたご意見やご提案
を今後の議会活動に生かしてまいります。
　ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。

白 川 地 区 ／６月３日（水）……３８名

テーマ「防災（治山・治水等）」 「少子高齢化」
　白川地区では、防災について、岩屋ダムの決壊や河川の
増水、土砂災害、道路の寸断など、災害時への不安が多く
挙げられました。地域の実情に合った避難場所の設定や、消
火栓・防災用品を使用する実践的な訓練を求める意見もあり
ました。また、人口減少と高齢化により、自治会役員や農業、
茶産業の担い手不足が深刻化していることから、組織の統
合や役割の見直し、農業の機械化・グループ化、空き家を活
用した移住促進などが提案されました。

佐 見 地 区 ／５月２９日（金）……３５名

テーマ「交流人口を増やそう！」「地域資源を発掘しよう！」
　佐見地区では、美濃白川ふるさと体験村を交流の拠点とし、
登山や川遊び、アユ釣り、農林業、地歌舞伎など、豊かな自然
や文化を体験につなげたいという意見が多く寄せられました。ま
た、ＳＮＳや動画による情報発信や、地域住民と来訪者・移住者
をつなぐ人材の必要性も挙げられました。交流人口を増やすだ
けでなく、医療、交通、通信、子育てなど、今住んでいる人が安
心して暮らし続けられる環境づくりも重要との意見がありました。

蘇 原 地 区 ／６月９日（火）……４５名

テーマ「これから蘇原地区をどうする」「今、自分が思う事」
　蘇原地区では、人口減少や高齢化、若者の流出、空き家や
耕作放棄地の増加、学校閉校後の地域づくりなどに、強い危機
感が示されました。一方で、恵那・中津川方面への交通の利便
性や、自然、農業、伝統行事、民泊などを生かして交流人口を増
やす提案も多く出されました。切井・赤河・三川の連携を深め、地
域組織や行事を見直すとともに、行政と議会には、「守り」ではな
く「攻め」の姿勢で町政を進めてほしいとの要望もありました。

黒 川 地 区 ／６月１７日（水）……５９名

テーマ「どうする黒川  みんなで動かす地域の未来」
　黒川地区では、「どうする黒川」を掲げ、グループごとに８つ
のプロジェクトに分かれて意見交換を行いました。役職負担
の軽減や農業・山林の担い手確保、空き家・空き店舗の活
用、尾平山荘の再生、地域文化の継承、情報発信などにつ
いて、人口減少や高齢化を背景とした課題が共有されまし
た。一方で、移住者や町外の人、子どもたちも地域づくりに巻
き込み、黒川の自然、農業、食、伝統、人とのつながりを生かし
ながら、できることから具体的に行動していこうとする前向きな
提案も多く寄せられました。

白川北地区 ／６月２７日（土）……３７名

テーマ「これからの地域コミュニティは？」
「移住者と交流人口の増加に向けて！」

　白川北地区では、人口減少と高齢化により、自治会役員や
草刈り、農地・空き家の管理など、地域を維持する住民負担
が限界に近づいているとの意見が多く寄せられました。地域
行事や役職を見直し、住民が無理なく集まれる交流の場をつ
くる必要があるとの意見もありました。一方で、国道４１号とＪＲ
が通る交通の利便性を生かした企業誘致や二拠点生活の
推進、廃校となる白川小学校や大山白山神社を交流・観光
の拠点として活用し、若者や子育て世帯を呼び込みたいとの
提案も出されました。

議会活動報告

「地域懇談会」を開催しました
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24日　自治協議会長会議
25日　黒川分村遺族会慰霊祭
26日　町道小倉線小倉橋竣工式
27日　総務常任委員会協議会
29日　美濃白川茶豊作祈願祭

11日　市町村議会議員研修「新人議員のための
　　　　地方自治の基本」
12日　中濃法人会加茂東部支部通常総代会
13日　白川町商工会　通常総代会
15日　白川町職員OB会定例総会
16日　美濃白川茶一番茶　第１回共販会
17日　第 33回東座ふれあい公演
18日　議会議員協議会
19日　可茂町村議会議長会第１回議長会
20日　可茂地域市町村議会議長会議及び研修会
　　　　白川中学校大運動会
24日　白川病院創立 80周年記念式典
　　　　黒川中学校体育祭
25日　議会運営委員会
26日　東濃ひのき製品流通協同組合通常総会
　　　　東濃ヒノキ白川市場協同組合通常総会　
　　　　ぎふ国道 256号整備促進期成同盟会定期
　　　　総会
　　　　全国町村議会正副議長研修会（～ 27日）
28日　白川町シルバー人材センター定時総会
　　　　白川町観光協会通常総会
29日　議会地域懇談会（佐見地区）

　１日　県町村議会議長会臨時総会・評議員会
　２日　可茂食品衛生協会白川町支部定期総会
　３日　議会地域懇談会（白川地区）
　５日　議会議員協議会
　６日　濃飛建設事業者職業訓練協会 30周年記
　　　　念大会
　７日　加茂郡体育大会白川町出場選手結団式・
　　　　激励応援
　　　　白川野菜村チャオ運営協議会通常総会
　８日　白川町森林組合通常総代会
　９日　議会地域懇談会（蘇原地区）
11日　町議会第２回定例会（１日目）
12日　予算決算審査常任委員会
　　　　町議会第２回定例会（２日目）
17日　議会地域懇談会（黒川地区）
18日　白川茶農業協同組合連合会通常総会
21日　青少年育成町民会議総会

議会の動き（４月23日～７月21日）

4 

月

5 

月

　

21 日　青少年健全育成大会
25日　国道４１号美濃加茂・下呂間強靭化推
　　　　進同盟会定期総会
27日　議会地域懇談会（白川北地区）
29日　東濃ひのきと白川の家建築協同組合
　　　　通常総会

　２日　東海環状自動車道中東濃地域建設促
　　　　進協議会総会
　９日　可茂地域一部事務組合議会臨時会
10日　白川・東白川地域公共交通活性化協議会
　　　　京都府宇治田原町議会行政視察
14日　可茂土木事務所行政懇談会
15日　故藤井孝男元衆議院議員お別れの会
16日　四線促進期成同盟会通常総会
17日　国民健康保険運営協議会会議・介護保
　　　　険等運営協議会会議
21日　秋田県東成瀬村議会行政視察

6 

月

表紙は語る

　今回は、地区ごとに異なるテーマを設け、グ
ループトークを行いました。どの会場でも、地域
や白川町の未来について熱心に語り合う姿が
印象的でした。
　ご参加いただいた皆様、ありがとうございま
した。

7 

月

表紙の写真は、町内５地区で開催した　　
　　　　「地域懇談会」の一コマです。

6 

月

あ
と
が
き

　
南
米
沖
に
最
大
級
の
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
が
現

れ
、
今
年
も
引
き
続
き
「
暑
い
夏
」
に
な
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
、
メ
キ
シ
コ
で
開

催
さ
れ
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で

は
、
日
本
代
表
が
日
本
国
中
を
熱
く
感
動
さ
せ
ま

し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

テ
ニ
ス
、
陸
上
競
技
、
Ｍ
Ｌ
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な
ど
で
も
、
多
く

の
日
本
人
選
手
や
日
本
チ
ー
ム
が
、
世
界
を
舞
台

に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。
国
内
で
も
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
や
「
夏
の
高
校
野
球
」
が
始
ま
り
、
大

き
く
盛
り
上
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
政
治
の
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
国
会

の
空
転
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
原
稿
が

掲
載
さ
れ
る
頃
に
は
、
審
議
も
終
わ
り
、
新
た
な

段
階
に
入
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
国
会
議
員
の
定
数
削
減
は
、
少
々
乱
暴
な
取

扱
い
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
日
本
の

進
む
べ
き
方
向
や
、
株
高
が
続
く
一
方
で
円
安
が

社
会
に
及
ぼ
す
影
響
に
も
、
不
安
を
覚
え
ま
す
。

　
今
年
２
月
の
総
選
挙
に
よ
り
、
岐
阜
４
区
か
ら

加
藤
大
博
衆
議
院
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。
国
へ

の
新
た
な
窓
口
が
で
き
た
こ
と
を
大
変
心
強
く
思

う
と
と
も
に
、
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
新
庁
舎
は
開
庁
か
ら
約
半
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
白
川
ラ
ウ
ン
ジ
は
連
日
多
く
の
方
で
に
ぎ
わ

い
、
住
民
の
憩
い
と
交
流
の
場
と
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親
し
ま
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す
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た
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し
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す
る
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新

た
な
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流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
職
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だ
け
で
な
く
、
町
民
の
皆
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に
も
積
極
的
に
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し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
昨
年
８
月
の
町
議
会
議
員
選
挙
か
ら
議
員
定
数

は
８
人
と
な
り
ま
し
た
。
議
会
活
動
を
お
伝
え
す

る
た
め
、
３
人
の
議
員
が
年
４
回
、
議
会
だ
よ
り

を
編
集
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
も

活
用
し
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
議
会
活
動
を
発
信

で
き
る
よ
う
、
議
員
一
同
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

を
お
約
束
し
、
今
回
の
あ
と
が
き
と
い
た
し
ま

す
。
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佐
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